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特集
年頭のごあいさつ
大型和牛繁殖支援施設の取り組み

餅つき大会：両津吉井小学校



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
日
本
本
土
に
上
陸
す
る

台
風
が
多
く
災
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
佐
渡
に
大
き

な
影
響
は
な
く
、
水
稲
で
は
作
況

指
数
１
０
４
と
、
近
年
に
な
い
豊

作
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
３
年

連
続
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
90
％
以

上
と
い
う
目
標
に
は
達
せ
ず
80
％

台
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
今
後
の

反
省
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
小
木
、
赤
泊
地
区
は

90
％
以
上
を
達
成
。
畑
野
も
89
％

と
良
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

お
け
さ
柿
は
春
先
の
霜
の
害
で

金
井
、
新
穂
、
畑
野
地
区
を
中
心

に
収
量
減
と
な
り
ま
し
た
が
全
国

的
に
平
核
無
柿
の
出
荷
量
が
少
な

く
価
格
が
昨
年
比
で
４
割
増
と
な

り
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
が
叫
ば

年
頭
の御

挨
拶

Ｊ
Ａ
佐
渡
経
営
管
理
委
員
会

会
長　

齊
藤
　
孝
夫

れ
る
中
、
お
け
さ
柿
は
加
工
部
門

へ
の
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
成
果
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
収
入
の
安
定

が
な
ん
と
い
っ
て
も
必
要
で
若
い

後
継
者
の
発
想
が
お
け
さ
柿
の
将

来
を
明
る
い
も
の
に
す
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
全
国
的
な
コ
ン
テ

ス
ト
等
で
Ｊ
Ａ
佐
渡
米
生
産
者
や

佐
渡
乳
業
の
乳
製
品
が
、
県
の
共

振
会
で
も
お
け
さ
柿
生
産
者
が
上

位
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
佐
渡
の

農
産
物
全
体
が
県
は
も
と
よ
り
全

国
的
に
も
評
価
さ
れ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。
組
合
員
や
行
政
、
そ
し

て
農
協
が
一
体
と
な
っ
た
地
道
な

努
力
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
佐
渡
米
の
評
価
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
国

に
よ
る
数
量
配
分
が
な
く
な
る
平

成
30
年
か
ら
の
米
販
売
対
策
に
大

き
な
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

直
売
所
「
新
鮮
空
間
よ
ら
ん
か

舎
」の
売
上
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。

「
新
鮮
空
間
よ
ら
ん
か
舎
」
だ
け
で

28
年
度
は
約
１
億
円
、
直
売
所
全

体
で
は
1.3
億
円
の
売
上
に
な
る
見

込
み
で
す
。
会
員
も
４
０
０
名
を

超
え
、
正
組
合
員
の
拡
大
に
寄
与

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
園
芸
の

拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
拡
大
で
は
い
よ
い
よ
Ｃ
Ｂ

Ｓ
（
大
型
和
牛
繁
殖
支
援
施
設
）

の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。28
年
度
、

29
年
度
と
２
年
に
ま
た
が
る

２
５
０
頭
の
繁
殖
牛
を
育
成
す
る

大
き
な
事
業
と
な
り
ま
す
。
現
在

年
間
３
０
０
頭
を
切
っ
た
高
千
市

場
へ
の
仔
牛
出
荷
も
将
来
４
０
０

頭
ま
で
回
復
で
き
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
耕
畜
連
携
の

道
筋
が
で
き
、
稲
作
や
園
芸
の
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

さ
て
Ｊ
Ａ
佐
渡
は
も
と
よ
り
、

全
国
の
農
協
が
農
家
の
所
得
を
い

か
に
上
げ
る
か
に
全
力
を
注
い
で

い
る
中
、
昨
年
11
月
に
政
府
の
規

制
改
革
推
進
会
議
が
Ｊ
Ａ
総
合
事

業
を
解
体
さ
せ
る
こ
と
を
も
く
ろ

む
よ
う
な
提
言
を
公
表
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
全
農
の
購
買
部
門
機

能
を
無
く
し
た
り
、
販
売
方
法
を

変
え
さ
せ
た
り
、
信
用
事
業
を
縮

小
さ
せ
る
と
い
う
、
農
家
に
と
っ

て
も
農
協
に
と
っ
て
も
受
け
入
れ

難
く
ま
た
農
家
の
所
得
の
向
上
に

も
結
び
付
か
な
い
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
当
然
、
農
協
グ
ル
ー
プ
は

反
発
し
、
与
党
に
よ
る
農
協
改
革

案
は
推
進
会
議
提
案
よ
り
穏
や
か

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
今
後
ま

た
ど
の
よ
う
に
再
燃
す
る
か
は
予

断
を
許
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
何

の
た
め
に
農
協
と
い
う
組
織
が
必

要
か
を
も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て

問
い
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
29
年
度
は
自
己
改
革

を
更
に
進
め
る
年
に
な
り
ま
す
。

議
論
を
深
め
現
実
を
直
視
し
夢
を

求
め
る
一
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
豊
か
な
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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支
店
運
営
委
員
会
委
員
長
よ
り
新
年
を
迎
え
て
ご
あ
い
さ
つ

金
井
支
店
　
　
本
間
　
博

　

来
年
で
米
の
減
反
政
策
も
廃
止
と
な
り
ま
す
。
行
政
と

農
協
が
協
議
し
て
米
の
生
産
方
針
を
決
め
、
農
家
と
一
緒

に
新
し
い
米
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
政
府

の
農
協
改
革
等
の
厳
し
い
農
協
い
じ
め
や
、
高
齢
化
に
よ

る
離
農
や
組
合
員
の
減
少
も
予
測
さ
れ
ま
す
。
農
協
の
生

き
残
り
も
含
め
、
組
合
員
も
今
ま
で
以
上
に
大
い
に
関
心

を
持
ち
動
向
を
見
守
り
つ
つ
御
意
見
を
発
言
願
い
ま
す
。

今
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
協
力
の
程
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
穂
支
店
　
　
末
武
　
正
義

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
稲
作
は
国
の
配

分
に
よ
る
最
後
の
栽
培
年
と
な
り
ま
す
。
農
協
改
革
も
正

念
場
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
の
Ｊ
Ａ
全
農
に
対
す

る
政
府
の
異
常
介
入
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
佐
渡
島
の

「
持
続
可
能
な
社
会
」
を
目
指
す
事
は
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
と
し

た
「
多
様
な
一
次
産
業
の
共
存
・
隆
盛
」
に
努
力
す
る
事
で

す
。
Ｊ
Ａ
佐
渡
が
先
頭
に
な
っ
て
「
日
本
一
安
心
・
安
全
な

食
糧
生
産
の
島
」
の
実
現
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

赤
泊
支
店
　
　
本
間
　
靖
芳

　

農
協
は
今
や
営
農
事
業
以
外
に
も
金
融
共
済
事
業
や
生

活
関
連
事
業
、
病
院
、
葬
儀
場
を
経
営
す
る
な
ど
巨
大
事

業
グ
ル
ー
プ
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
そ
の
巨
大
さ
故
に
地

域
農
業
の
振
興
と
い
う
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
た
様
に
批

判
さ
れ
、
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
協
の
事
業
の
総
合

性
は
社
会
的
、
公
共
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
事
業
の
分
割
、

撤
退
な
ど
無
い
よ
う
に
自
己
改
革
に
期
待
し
た
い
。

両
津
支
店
　
　
菊
池
　
栄
一

　

今
年
は
農
業
、
農
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
厳
し

い
年
に
な
る
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ａ
佐

渡
の
基
本
目
標
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡

大
」「
地
域
の
活
性
化
」
に
向
け
、
支
店
運
営
委
員
会
と
し

て
も
実
現
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
行
政
と
共
に
今
後
の
地

域
の
在
り
方
、
組
合
員
の
生
活
を
守
る
た
め
の
年
に
し
た

い
で
す
。
皆
様
の
御
指
導
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

小
木
支
店
　
　
佐
藤
　
洋
子

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は

小
木
地
区
で
は
28
年
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米
比
率
94
％
を

確
保
し
、
園
芸
・
果
樹
の
生
産
量
、
販
売
高
共
に
前
年
よ

り
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
生
産
者
の
皆
様
が
熱
心
に
農
業

に
取
り
組
ま
れ
た
努
力
の
結
果
で
す
。
Ｊ
Ａ
は
農
業
生
産

に
関
わ
る
事
業
を
通
し
て
農
家
所
得
の
増
大
を
目
指
し
、

地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
組

合
員
、
Ｊ
Ａ
が
連
携
し
農
業
振
興
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

真
野
支
店
　
　
松
井
　
正
隆

　

支
店
運
営
委
員
長
の
任
期
が
あ
と
半
年
位
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
今
年
は
最
後
の
任
務
を
果
た
し
た
く
、
い
い
年

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
真
野
地
区
の
皆
様
に
適
切

な
提
案
、
提
言
を
お
願
い
し
て
、
Ｊ
Ａ
真
野
支
店
が
組
合

員
に
と
っ
て
頼
れ
る
事
業
展
開
が
出
来
ま
す
よ
う
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
誓
い
、
農
業
情
勢
が
大
変
な
厳
し
さ
が
続

く
中
で
の
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

佐
和
田
支
店
　
　
細
野
　
精
一
郎

　

政
府
は
農
業
に
専
念
を
、
と
問
題
視
し
予
断
な
く
次
々

と
改
革
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
身
近
な
所
で
佐
渡
の

農
業
振
興
は
ど
う
図
る
の
か
！
ま
さ
に
正
念
場
を
迎
え
て

い
ま
す
。
米
の
生
産
数
量
目
標
も
２
０
１
８
年
産
で
廃
止
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
、
更
に
離
農
等
々
、
問

題
は
山
積
し
て
お
り
、
支
店
運
営
委
員
会
で
も
度
々
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
再
生
の
た
め
組
合
員
の
限

り
無
い
御
指
導
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

畑
野
支
店
　
　
本
間
　
信
行

　

農
業
の
競
争
力
強
化
が
農
協
改
革
に
変
化
し
、
国
会
決

議
違
反
で
情
報
公
開
も
不
十
分
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
年
金
対
策
・

カ
ジ
ノ
等
、
安
倍
政
権
は
数
を
頼
り
に
や
り
た
い
放
題
で

す
。
米
の
生
産
調
整
見
直
し
と
直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止
、

中
山
間
地
農
業
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
集
落
維

持
の
困
難
等
、
問
題
山
積
で
す
。
ナ
ラ
シ
対
策
等
の
支
援

で
農
家
の
安
定
が
無
け
れ
ば
米
の
安
定
供
給
が
出
来
ま
せ

ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
我
々
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
川
支
店
　
　
石
塚
　
順
一

　

Ｊ
Ａ
佐
渡
で
も
年
々
農
家
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
に

よ
る
組
合
員
の
減
少
等
が
続
き
、
組
合
運
営
に
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
組
合
員
大
会
で
示
さ
れ
た

農
業
振
興
３
ヵ
年
計
画
の
、
水
稲
、
果
樹
園
芸
、
畜
産
の

三
本
柱
を
軸
に
、
組
合
運
営
の
健
全
化
を
図
る
と
共
に
地

域
農
業
発
展
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
組
合
員
に
信
頼
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
佐
渡
に
成
る
事
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。
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特集 大型和牛繁殖支援施設の取り組み

大型和牛繁殖支援施設の取り組みについて
　JA佐渡では和牛農家、酪農家、耕種農家が安全な佐渡産飼料の提供を通じて連携し、佐渡和牛と酪農の振興、収入の
向上を目指しています。佐渡版畜産クラスターの形成と、基幹施設（大型和牛繁殖支援施設、家畜市場、生乳加工施設）
との連携体制確立により、世界農業遺産の島“佐渡”での持続可能で特徴ある農畜産振興を図ります。

※畜産クラスター	 ：	畜産農家をはじめ、地域の関係事業者が連携・結集し、地域ぐるみで高収益型の畜産を実現するための体制。
※CBS	 ：大型和牛繁殖支援施設（キャトル・ブリーディング・ステーション）の略。
※耕種農家	 ：水稲、野菜、果樹、その他の農産物生産に係わる農家。
※コントラクター	 ：農作業受託組織。繁忙期における農作業や収穫等を請け負う人や組織を指す。
※稲WCS	 ：	ホールクロップサイレージ。飼料用米を稲の実と茎葉を同時に収穫し、ロール状にラップフィルムで密閉して、発酵させ

てから家畜に給与するもの。
※稲SGS	 ：	ソフトグレンサイレージ。コンバインでもみを収穫し、もみを粉砕して柔らかくし家畜が消化しやすいようにしてから、

発酵させて給与するもの。

① 和牛農家
●子牛の預託による規模拡大・増頭
●群分けによる白血病対策
●稲わら、稲WCS、飼料作物の受け入れ

●預託による労働力削減
●優良和牛の導入による牛群改良

② 酪農家 ●受精卵移植による高能力牛の生産拡大 ●規模拡大・増頭

③ 耕種農家・コントラクター ●水田フル活用
●稲わら収集・供給

●稲WCS、飼料作物生産・供給
●堆肥活用

④ JA佐渡・大型和牛繁殖支援施設
●研修生受入れ
●技術指導
●堆肥供給

●預託牛受入れ
●群分けによる白血病対策

⑤ 各関係機関 
・佐渡市　　　　　・普及センター 
・家畜保健所　　　・NOSAI

（総合支援）
経営指導・技術指導・損害防止

各々の役割について

取り組みの相関関係

④JA佐渡

④大型和牛繁殖
支援施設
（CBS）

⑤佐渡市

①和牛農家 ②酪農家

③耕種農家
コントラクター

⑤家畜保健所

⑤NOSAI

㈱佐渡乳業
事務局

CBS経営体
経営支援

規模拡大 規模拡大

衛生指導

損害防止

生乳加工6次化

⑤普及センター

家畜市場

総合支援

飼料増産
水田フル活用

粗飼料供給
堆肥供給

粗飼料供給
堆肥供給

受精卵移植

出
荷

耕畜連携による農畜産振興

出　
荷

預託・受託 生乳出
荷

連
携

連
携

連携
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特集 大型和牛繁殖支援施設の取り組み

めざす機能 事業の目的 めざす販売

　施設規模が大きいため、平成28～ 29年度の２か年に渡り建設工事が行われます。現在、平成28年度事業が
執行されており、平成29年１月より建築工事に着工する予定です。
　今後のスケジュールは概ね以下の通りです。

●平成29年３月末	 ・繁殖牛舎１棟（120頭規模）、隔離牛舎（30頭規模）１棟を完成
	 ・繁殖素牛30頭を平成28年度中に導入

●平成29年４月１日	 ・施設稼働、畜産農家から繁殖和牛の受託業務を開始
●平成29年４月	 ・平成29年度事業計画の承認を受けてから、平成29年度分の工事を開始
　　　　　　	 	牛　舎	 ５棟（繁殖・分娩・哺乳・子牛関連）	 付帯施設	 ７棟（管理・飼料・堆肥関連）
	 	繁殖素牛	 65頭を平成29年度中に導入予定

●平成30年３月末	 ・施設工事完了

●平成30年４月～	 ・全施設稼働

JA佐渡・大型和牛繁殖支援施設の目的と事業展開について

施設稼働までのスケジュールについて

●�繁殖農家の労力軽減と現状
施設の有効活用により増
頭、繁殖障害牛の不妊治療
に取組み、分娩間隔を短縮

●�研修施設の充実による新規
畜産生産者の確保

●�耕種農家との連携で稲WCSや
稲SGSの栽培契約面積を拡大

●�大型和牛繁殖支援施設の利用
による増頭

●研修施設での後継者確保

●�家畜を飼育することによる
「生きがい」と健康の維持

●�耕畜連携の強化（飼料用米・稲
WCS・SGSと堆肥の交換）

●�畜産体験・研修による家畜との交流
の場を提供

●新規就農者の研修場所の提供
●遊休地の有効活用（牧草栽培・放牧）
●�島内観光施設への佐渡和牛提供で観
光振興

規模：繁殖牛250頭、受託牛30頭

【現状】
●家畜市場年間上場頭数285頭
●飼料費高騰による経営圧迫

【目標】
●家畜市場年間上場頭数400頭
●�島内産粗飼料利用拡大＝１頭
あたり6.8万円の飼料費削減

●�上場頭数の増加による子牛の
安定供給（市場評価の向上）

●�島内産の優良後継牛の確保

●�新規購買者の拡大

●�肉用牛の生産拡大による島内
への牛肉の安定供給

●�地域内での繁殖牛の繁殖管
理だけでなく、分娩哺育ま
でを一元的に担う地域の高
品質・高効率の子牛生産の
拠点施設機能を確立

●�優良繁殖雌牛の導入による
牛群改良

●�家畜市場年間上場頭数�400頭
●�牛白血病対策による有利販売
●ET技術による高能力牛の提供
●佐渡和牛のブランド化

繁 殖 和 牛 農 家 大型和牛繁殖支援施設 実　需　者

地域(佐渡島内)

【内容】

5



佐渡米販売情報

佐渡米未来プロジェクト「品質向上90」作柄対策研修会

毎日農業記録賞、米・食味
分析鑑定コンクールを受賞

佐渡米「お米番付」入賞

28年産米　主食用米販売状況表 12月15日現在

コシヒカリ 主食用販売計画
（トン）

販売実績 主食用契約率
（％）数量（トン） 前年同期比（％）

佐渡地区  15,650  3,915 91 87

新潟一般 125,947 20,348 85 73

魚沼地区  13,429  3,140 84 72

岩船地区  13,271  2,818 97 79

　12月15日現在での販売実績は前年より遅れていますが、集荷数量からみた出荷進度としては25％と早く進
んでいます。また、主食用契約率は他産地と比較して高い数値となっており、卸からの佐渡米に対する需要は
高い状況となっています。

　12月16日にトキのむら元気館で作柄対策研修会が行われ、稲作
農家、行政関係者、JA関係者ら約100名が参加しました。
　はじめに「一等米比率100％達成者表彰式」では米スター認定者
を代表してJA佐渡の古屋野勝さんとJA羽茂の和泉幸貴さんが認定
ステッカーを受け取りました。また「いい米共進会表彰式」では金
賞：羽二生武さん（畑野）、銀賞：中川千春さん（畑野）、銅賞：三
浦正人さん（畑野）が表彰されました。
　作柄対策研修会ではJAや農業普及指導センターから28年産米に
おける作柄の特徴や改善点が報告され、29年産米に向けた重点課題
を提起しました。

　日本お米向上委員会が主催する「第４回お
米番付〜地域を発掘する〜」コンテストに、
JA佐渡水稲部会でトップブランド米に取り組
む８名が出品。仲川芳信さん（佐渡市新保）
のコシヒカリが入賞し、11月30日に本店で賞
状授与が行われました。
　授与式にはコンテスト委員長の（株）八代目
儀兵衛、橋本隆志社長が来店し、仲川さんに
賞状を手渡しました。コンテストには36都道
府県から154点の応募がありましたが、二次審
査には佐渡産
２点を含む新
潟県産４点が
残り、新潟米
の美味しさが
改めて評価さ
れました。

（右から）三浦市長、羽二生武さん、中川千春さん、
三浦正人さん

　毎日新聞が主催する第44回毎日農業記録賞にお
いて「齋藤農園」の齋藤真一郎さんが最優秀賞を、
「さぶかず畜産」の宮下正一さんが優秀賞を受賞
しました。また「トキの田んぼを守る会」の曽我
至さんが、米・食味鑑定士協会が主催する第18回
米・食味分析鑑定コンクール国際大会で特別優秀
賞を受賞しま
した。
　14日に行わ
れた祝賀会で
は今回の受賞
を励みに、よ
り一層の飛躍
を誓いました。

（左から）宮下正一さん、齋藤真一郎さん、曽我至さん
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１月のオススメ情報
や

　アブラナ科の多年草で、南ヨーロッパの地中海沿岸が原産です。スプレータ
イプの品種が中心で、仏花以外でも洋風のアレンジメントにも使用できます。
花は芳香があり、色は赤、紫、黄色、ピンク、白などがあります。
　島内では水稲育苗後のハウスを利用した栽培が多く、１月～３月まで出荷が
ありますので、ご来店をお待ちしております。

１月　よらんか舎のイベント
　葉物の試食イベントを１月中旬に予定しています。詳細は店頭告知にて

１月のおすすめ品目
「切り花：ストック」

第12回佐渡産りんご品評会

西洋なし「ル レクチエ」
果実品評会

果樹高品質生産拡大共進会 〜農林水産大臣賞受賞〜

　第12回佐渡産りんご品評会を開催し12月１日に審査を、翌２日に新鮮
空間よらんか舎で表彰式が行われました。今年は生産者９名から計15点
のふじが出品され、最優秀賞を柴原寿美さん（真野）、優秀賞を齋藤農園
さん（新穂）・須田勝洋さん（新穂）、奨励賞を加藤申一さん（真野）・柴
原豊明さん（真野）が受賞しました。出品されたりんごの平均糖度は15.5
度（昨年16.7度）と悪天候が成熟に影響し、受賞者からも対応に苦労した
声が聞かれました。

　12月２日に新潟市食育・花育センター（新潟市中
央区）で、新潟県果樹振興協会が主催する平成28年
度西洋なし「ル レクチエ」果実品評会が開催され
ました。各地からの全90点に及ぶ出品の中で、入賞
者14名のうち佐渡の生産者が６名も受賞しました。
JA佐渡管内からは優秀賞に武井誠さんが、優良賞に
赤塚良和さんが受賞しました。

　新潟県果樹振興協会が主催する平成28年度果樹高品質生産拡大共進会（柿
部門）において吉田正晴さん（小木）が農林水産大臣賞を受賞しました。こ
の共進会は競争力の強い果樹産地を育成する目的で毎年、審査する樹種を変
えて実施（柿、日本なし、西洋なし、ぶどう、もも、いちじくの順）しており、
今回は「柿（平核無、刀根早生）」を対象に実施されました。
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農業税務ワンポイントアドバイス
～農業税務に関するお知らせ～

平成28年１月１日からの通帳取引の中で、農業税務に係わる取引の例示をまとめましたので、参考にして下さい。
28年12月作成　JA佐渡

普 　通 　貯 　金　　（兼お借入明細） 仕　訳
消費税区分

年　月　日 摘　　要 お支払金額 お預り金額 内　容 借　方 貸　方

28-01-20 米代金 H26ツイカバライ ＊＊＊＊＊ 26年産米の追加払い 普通預金 雑収入 課税

28-01-20 米代金 H27ツイカバライ ＊＊＊＊＊ 27年産米の追加払い 普通預金 雑収入 課税

28-02-05 申告利用料 1,000 支援システム 農業所得申告支援システム利用料 雑費 普通預金 課税

28-02-26 申告利用料 10,800 Web利用料 Web農業簿記システム利用料 雑費 普通預金 課税

28-03-18 歳出金 ホクリクノウセイキヨク 水田活用直接支払い交付金（産地資金） 普通預金 雑収入 不課税

28-03-30 農）租税 2,000 青色申告会会費 27年度JA佐渡農業青色申告会会費 租税公課 普通預金 不課税

28-04-07 農）雑収入 27＊＊＊メンセキバライ ＊＊＊＊＊ 27年産加工用うるち米・備蓄米・輸出用
米に対する契約面積支払い金 普通預金 雑収入 課税

28-04-15 振込 サドシノウギヨウ
サイセイ ＊＊＊＊＊ 佐渡版戸別所得補償交付金 普通預金 雑収入 不課税

28-04-22 申告利用料 ＊＊＊＊＊ 減価償却費計算 減価償却計算サービス利用料 雑費 普通預金 課税

28-05-31 農）雑収入 海上運賃助成米 離島流通海上運賃助成金 普通預金 雑収入 不課税

28-06-22 振込 コウフヘンノウキン ＊＊＊＊＊ 経営所得安定対策積立金返還（ナラシ対策） 普通預金 仮払金 －

28-06-22 歳出金 ホクリクノウセイキヨク 経営所得安定対策交付金（ナラシ対策） 普通預金 雑収入 不課税

28-06-24 米契約金 2,500 28年産米出荷契約金（2,500円/30㎏） 普通預金 前受金 －

28-06-28 振込 JAバンクリシジヨセイ ＊＊＊＊＊ JAバンクによる利子助成 普通預金 雑収入 不課税

28-06-29 米精算金 H26ネンサイシユウ
セイサン ＊＊＊＊＊ 26年産米の最終精算 普通預金 雑収入　※１ 課税・不課税

28-07-20 農済水稲 ＊＊＊＊＊ 水稲共済掛金 共済掛金 普通預金 非課税

28-07-21 農）雑費 ＊＊＊＊＊ ナラシ事務費 経営所得安定対策における事務委託手数料
（H27年分） 雑費 普通預金 課税

28-07-21 振替 ＊＊＊＊＊ ナラシ積立金 経営所得安定対策平成28年度積立金
（ナラシ対策） 仮払金 普通預金 －

28-07-28 振込 サドノウギヨウ
キヨウサイ 水稲共済無事戻し 普通預金 雑収入 非課税

28-09-＊＊ JA米 JA米 コシヒカリ 6,750 コシヒカリ１袋（30㎏）出荷した米代金（１等）普通預金 販売高 課税

28-09-＊＊ 米契約金 2,500 米契約金の返納 前受金 普通預金 不課税

28-09-＊＊ 屑米代金 ＊＊＊＊＊ 屑米（25㎏）１袋出荷した販売代金（袋代込み）普通預金 販売高 課税

28-10-21 賦課金 ＊＊＊＊＊ JA佐渡の賦課金 租税公課 普通預金 不課税

28-10-＊＊ 米渡金 カントリーカリバライ 7,000 カントリーへのコシヒカリ出荷分に対す
る仮払金（60㎏）　こしいぶき4,800円 普通預金 仮受金 －

28-10-＊＊ 防除費 ＊＊＊＊＊ 共済組合防除費 農薬衛生費 普通預金 課税

28-11-08 JA米 ＊＊＊＊＊ カントリー出荷分の米代金 普通預金 販売高 課税

28-11-08 米仮払金 ＊＊＊＊＊ カントリーカリバライ
カントリー仮払金返済 (CE,JA米出荷
分　 コ シ ヒ カ リ7,000円　 こ し い ぶ き
4,800円/60㎏）

仮受金 普通預金 －

28-11-08 バラ利用料 ＊＊＊＊＊ カントリー カントリー利用料 賃借料 普通預金 課税

28-11-30 歳出金 ホクリクノウセイキヨク ＊＊＊＊＊ 米の直接支払交付金（7,500円/10a） 普通預金 雑収入 不課税

28-12-14 契約金利 ＊＊＊＊＊ 28ネンマイ
シユツカケイヤク 出荷契約金に伴う金利 利子割引料 普通預金 非課税

28-12-16 振込 サドシノウギヨウ
サイセイ ＊＊＊＊＊ 佐渡版戸別所得補償交付金 普通預金 雑収入 不課税

28-12-22 歳出金 ホクリクノウセイキヨク ＊＊＊＊＊ 水田活用の直接支払交付金(加工用米、飼
料用米、米粉用米、飼料作物、WCS) 普通預金 雑収入 不課税

28-12-27 柿代金 ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊管内柿代金振込 普通預金 販売高　※１ 課税

28-12-28 柿代金 ＊＊＊＊＊ 小木・赤泊以外柿代金振込 普通預金 販売高　※１ 課税

28-12-＊＊ 農）雑収入 予約大口奨励金 ＊＊＊＊＊

① 肥料農薬を一定以上予約いただいた方
への奨励金（肥料費、農薬費、それぞ
れの経費から入金分を差し引きます。）

普通預金 肥料費もしくは
農薬費　※２

課税
① 肥料農薬を一定以上予約いただいた方

への奨励金（雑収入へ計上します。） 普通預金 雑収入　※２

※１ 収入－経費の差し引きで入金されますので、収入は収入、経費は経費へ計上します。
※２ 消費税対象者の方はJAへご相談ください。
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クレジットカードがAコープ全店で
ご利用いただけます！

アグリマイティー資金
（果樹農家災害支援特別対応）

3年固定　年1.3％
5年固定　年1.4％

10年固定　年1.5％

金利 年0.88％
（固定金利）

金利 年0.2％

キャンペーン金利

※借入期間に応じて金利を選択いただけます

【キャンペーン対象者】 
㈱コープ佐渡でガレージ・カーポート
を建設する方

【キャンペーン期間】 
平成28年12月１日～ 
　  平成29年12月30日

【お借入金額】 
10万円以上 
1,000万円以内

【お借入期間】 
１年以上15年以内

【ご利用いただける方】 
天候等災害により被害を受けた 
果樹農家、農業法人等

【お借入額】 
JA佐渡が作成する被災額証明書の金額以内

【お借入期間】 
５年以内（１年以内の据置可能）

【担保・保証】 
新潟県農業信用基金協会の保証を 
ご利用いただけます。（保証料別途 年0.5％） 
担保・保証人をお願いする場合がございます。

お借入額が100万円以上で

商品内容のお問合せ・お借入のご相談はこちら
■融資センター TEL：63-2890（金井支店内）　　■両津支店 TEL：27-5118

リフォームローン
キャンペーン

★  JA カードのほかに、各種クレジットカードもご利用できます。 

★ クレジットカードをご利用の場合は、事前にお申し出ください。 

★ クレジット決済をご利用の場合でも JA ポイントが付きます。 
※ 総合ポイント一体型 JA カード以外をご利用の場合は、総合ポイントカードも

一緒にご提示ください。
★カードのお支払い方法は、一括払いのみとなります。

※ 病院売店はご利用
いただけません。

9



おけさ柿部会女性生産者剪定研修会
　JA佐渡おけさ柿部会の女性生産者を対象にした

剪定研修会と昼食懇親会を12月９日に行い、15

名が参加しました。丸山の冨井澄雄さんの園地で

行った現地研修会では強風・豪雨と悪天候に見舞

われましたが、雨にも負けず熱心に指導内容を確

認していま

した。また、

その後の昼

食懇親会で

は互いの苦

労話などで

盛り上がり

ました。

ハウスぶどう剪定研修会
　12月６日、畑野の本間芳雄さんのほ場でシャイン

マスカットの剪定研修会を行いました。１年目、２

年目の若木を対象に、主枝育成を図る剪定の注意点

などを説明し、参加した26名は次々と質問しながら

剪定内容を確認していました。

青年部がJA役職員と懇談会を開催
　青年部は現在の農政の理解やJAとの相互理解を

深めるため、12月10日に新穂支店で生産者懇談会

およびJA役職員懇談会を行いました。およそ50

人が参加し、生産者懇談会では島内若手生産者の

４H倶楽部「サークル島っ子」の柴坂会長ら３人

から、取り

組みや就農

時の苦労な

どをお話し

頂きました。

生物多様性フォーラムでルー大柴氏が講演
　11月27日、トキのむら元気館で生物多様性佐渡戦略

推進フォーラムが開催され「国連生物多様性の10年日

本委員会生物多様性リーダー」であるルー大柴氏が「生

き物とトゥギャザー」という題で講演しました。講演

の中で「佐渡の環境保護活動を８割以上の住民が知っ

て実践している姿は稀有でありとても素晴らしい」と

絶賛。マイバッグ

を披露して「ちり

も積もればマウ

ンテン」などお

なじみの語りで

エコ活動の大切

さを説きました。

地産地消フェスタ2016に参加
　11月19日にサンテラ佐渡スーパーアリーナで「第７回地産地消フェスタ2016」が開催されました。JA佐渡

女性部やとれたて直売部会も出店し野菜や豆類、手芸品等の商品を販売しました。あいにくの雨模様にもかか

わらず多くの方に御来店いただき、多くの商品をお買い求めいただきました。

　また、メインステージでは佐渡金銀山世界遺産登録祈願「道遊の割戸を描こう」として、牛乳を飲んで1000

個のパックで金山遺跡「道

遊の割戸」を積み上げるイ

ベントが開催されました。

来場者に佐渡乳業のトキ

パック牛乳（200ml）を飲

んでもらい、空になった

パックがどんどん積み上げ

られて開始後２時間で「割

戸」が完成しました。
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第18回女性部活動発表会
　12月11日、アミューズメント佐渡において18

回目となる女性部活動発表会を開催しました。会

場入口では部員が製作・栽培した手芸品や活花の

展示や農産物の販売を行い、ステージでは取り組

んでいる活動の発表や演芸・舞踊・演奏等の披露

を行って会

場を賑わせ

ました。

加茂グリーンミセス味噌作り
　佐渡市ふれあい農村婦人の家で12月11日にグ

リーンミセス「味噌作り」講習会を開催しました。

参加者21名が地場産大豆90kgやこうじ90kg等

を使い、大量の湯気が立ち込める中、茹でた大豆

を機械ですり潰し、粗熱を取り、塩、麹を混ぜ合

わせて仕込んでいきました。仕込んだ味噌は各自

持ち帰って冷暗

所で熟成させ、

早ければ半年後

の夏には食べら

れるようになり

ます。

仲間づくりの旅を開催
　11月25日にJA仲間づくり企画「山田邦子特別講演会＆夏川りみコンサート」が新潟テルサで開催され、

女性部員（一般参加者も含む）45名が参加しました。がん体験をもとに啓発活動に取り組む山田邦子さんの

軽妙な話術に会場

は沸き、夏川りみ

さんの美声にうっ

とりのひととき。

「来てよかった～。

来年もみんなで来

ようね。」と帰りの

バスでも興奮が冷

めない様子でした。

 はつらつ女性部 　～金井支部～

　10月22日（土）、金井支店で第41回収穫感謝

祭が開催されました。その際に女性部として支

店の2階で食堂を開き、カレーライス、天ぷらう

どん、コーヒー、たい焼きを販売しました。

　前日の仕込み、そして当日と忙しい中にも部

員同士で話に花を咲かせ、和気あいあいと楽し

く料理を提供しました。また、支店の女子職員

もウェイトレスとして参加してくださり、大勢

のお客様に「おいしかったよ」と喜んで頂きま

した。

　今年から吉井地区から12名の部員も参加し、

輝き続けられる仲間である様に皆で頑張ってい

ます。皆さんも女性部で楽しく活動しませんか。
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新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

介
護
福
祉
情
報

佐
渡
ふ
れ
あ
い
福
祉
会

介護・福祉についてのご相談・お問い合わせは ［佐渡ふれあい福祉会］ へ 電話63-2300（代表）

｢

お
肌
に
や
さ
し
い

ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル｣

の

ご
紹
介

特
　
徴

①
　
個
包
装
タ
イ
プ

　
　�

一
枚
ず
つ
衛
生
的
に
取
り
出

し
可
能
。（
感
染
対
策
に
最
適
）

②
　
温
め
て
使
用
可
能

　
　�

電
子
レ
ン
ジ
等
で
温
め
て
使

え
ま
す
。（
冷
や
し
て
も
快
適

に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。）

③
　
シ
ー
ト
の
液
含
有
量

　
　
一
.
四
倍

　
　�

た
っ
ぷ
り
水
分
を
含
ん
で
い

る
か
ら
擦
ら
ず
に
優
し
く
拭

き
取
れ
ま
す
。

④
　
用
途
を
選
ば
ず
使
用
可
能

　
　�

子
供
か
ら
大
人
ま
で
安
心
し

て
使
用
で
き
る
製
品
で
、
刺

激
を
感
じ
る
こ
と
な
く
快
適

に
使
用
で
き
ま
す
。

　

商
品
に
つ
い
て
の
ご
相
談
を
承

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

ふ
れ
あ
い
館
（
金
井
）

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３
―
２
３
０
０

ふ
れ
あ
い
館
南
佐
渡
（
羽
茂
）

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
８
―
３
６
６
０

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Q
．�

　
自
宅
で
の
使
用
は
も
ち
ろ

ん
、
外
出
時
な
ど
、
衛
生
面

や
肌
ト
ラ
ブ
ル
に
も
安
心
し

て
使
用
で
き
る
、
携
帯
タ
イ

プ
の
ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
を
選

ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
。

A
．�

　
外
出
時
や
感
染
対
策
と
し

て
必
要
な
枚
数
だ
け
携
帯
が

可
能
。
ま
た
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
タ
イ
プ
に
よ
り
お
肌
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
商
品
を
選

ぶ
こ
と
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
館
が
お
薦
め
す
る
商

品
を
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

耳
垢
（
じ
こ
う
・
み
み
あ
か
）
と
は
、

空
気
中
の
ほ
こ
り
、
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て

剥
が
れ
落
ち
た
耳
の
穴
（
外
耳
道
）
の
古

い
皮
膚
、
耳
垢
腺
（
じ
こ
う
せ
ん
）
か
ら

の
分
泌
液
が
混
ざ
っ
た
も
の
で
す
。
耳
垢

に
は
大
き
く
分
け
て
カ
サ
カ
サ
す
る
タ
イ

プ
と
ね
っ
と
り
す
る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
違
い
は
耳
垢
腺
の
分
泌
物
の
脂

肪
分
の
量
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
人
は
カ
サ
カ
サ
し
た
タ
イ
プ
が

多
い
よ
う
で
す
。
汚
い
も
の
と
思
わ
れ
が

ち
な
耳
垢
で
す
が
、
大
事
な
役
割
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
酸
性
で
あ
り
、
た
ん
ぱ
く

分
解
酵
素
に
よ
っ
て
、
殺
菌
作
用
が
あ
る

点
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
耳
垢
に
含
ま
れ
る

脂
肪
分
に
よ
っ
て
外
耳
道
の
乾
燥
を
防

ぐ
。
以
上
か
ら
耳
垢
が
実
は
大
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
耳
掃
除
に
関
し
て
考
え
て
み
ま

す
。
耳
掃
除
が
気
持
ち
い
い
の
は
、
外
耳

道
に
は
迷
走
神
経
と
い
う
神
経
が
走
っ
て

お
り
、
耳
か
き
や
綿
棒
で
こ
こ
を
刺
激
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
頻
回
の
耳
掃
除
に
よ
っ
て
お

こ
る
病
気
も
あ
り
ま
す
。
耳
垢
が
な
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
外
耳
道
の
免
疫
が
低
下

し
、
細
菌
性
外
耳
道
炎
や
外
耳
道
真
菌
症

（
か
び
）
に
な
る
と
治
療
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
外
耳
道
に
は
本
来
自
浄
作
用
と

い
っ
て
、
耳
垢
を
外
に
押
し
出
す
機
能
が

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
食
事
を
す
る
な

ど
の
顎
の
動
き
に
よ
っ
て
も
自
然
に
耳
垢

が
外
に
出
て
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

過
度
な
耳
掃
除
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
外
耳
道
は
外
側
の
皮
膚
に
比
べ

て
繊
細
で
修
復
能
力
が
あ
ま
り
高
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
耳
掃
除
後
に

痛
み
、
耳
だ
れ
が
出
た
場
合
は
速
や
か
に

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 耳

鼻
咽
喉
科
医
長

�

山
﨑
　
洋
大

「
耳
垢
と
耳
掃
除
の
話
」

●サイズ：30×25cm
●ノンアルコール・無香
40本入　421円（税込）

パッと広がる
やわらかメッシュシート
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アイアイ ドド ルル

い

生

き
い
き
人

今月のさわや
かくん

赤泊支店管内（赤泊）

小
こ

山
やま

　哲
てつ

郎
ろう

さん

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

�

い
つ
ま
で
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」

真野支店管内（吉岡）

中
なか

川
がわ

　穂
ほ

波
なみ

さん（88）
　

小
学
校
の
先
生
を
さ
れ
て
い
た
中
川
さ

ん
。
平
成
元
年
に
退
職
後
、
健
康
づ
く
り

と
地
域
交
流
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
ま

し
た
。
当
時
は
真
野
だ
け
で
コ
ー
ト
が
８

コ
ー
ト
も
あ
り
、
大
変
活
発
だ
っ
た
と
の

事
で
す
。

　

現
在
は
毎
週
土
曜
に
仲
間
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
行
う
ほ
か
、
植
木
の
手
入
れ
や

ち
ぎ
り
絵
、
書
道
と
積
極
的
に
身
体
と
手

先
を
動
か
し
て
若
々
し
さ
を
保
っ
て
い
ま

す
。

　

健
康
の
秘
訣
は
美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
頭
と
身
体
を
動
か

す
こ
と
。
真
野
ク
ラ
ブ
の
大
会
で
優
勝
し

て
、
市
の
競
技
会
の
大
会
に
代
表
と
し
て

参
加
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

アンパンマン好きな二人は大の仲良
し!お兄ちゃんの真似が好きな七海ちゃ
んを、唯人くんがしっかり面倒を見てい
ます。
ご両親からのメッセージ「兄妹仲良く、
すくすく育ってね !」

金井支店管内（千種）

小
お

田
だ

　唯
ゆい

人
と

くん　（４歳）

　　　七
なな

海
み

ちゃん（１歳）
父　祐樹さん　母　裕美さん

Ｑ
．
趣
味
ま
た
は
現
在
ハ
マ
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
島
内
や
島
外

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
す
。
昨
年
9
月
に
は
、
初
め
て

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
に
地
元
の
仲
間

と
リ
レ
ー
で
参
加
し
、
と
て
も
楽

し
め
ま
し
た
。

Ｑ
．
休
日
は
ど
の
よ
う
に
す
ご
し

て
い
ま
す
か
？

　

友
達
や
仲
間
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ

し
た
り
、
掃
除
や
買
い
物
で
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
こ
と
や
目
標
は
あ
り
ま
す

か
？

　

国
内
・
国
外
問
わ
ず
旅
行
を
し

た
い
で
す
。

Ｑ
．
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る

の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
接
客

や
、
対
面
時
に
お
客
様
に
感
謝
さ

れ
た
時
や
、「
次
も
よ
ろ
し
く
」
と

お
客
様
に
言
っ
て
頂
け
た
時
で
す
。

Ｑ
．
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

優
し
く
て
家
庭
的
な
人
で
す
。

地元で一生懸命
頑張ってます！！
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お知らせ

マシュマロあったかネックウォーマー（男女兼用、日本製）

「あったか
ネックウォー

マー」で

　　冷え対
策を行いま

しょう。

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

冬季地域座談会
開催のご案内

理
事
会
だ
よ
り

11
月
21
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

11
月
28
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項
（
臨
時
）

①
年
末
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

11
月
28
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

役
員
報
酬
等
審
議
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

②�

Ｊ
Ａ
佐
渡
農
業
経
営
事
業
運
営
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て

③
経
営
管
理
委
員
と
の
契
約
に
つ
い
て

＊＊＊＊＊　毎週火曜日：ポイント２倍　毎月第２日曜日：レジ袋持参で５ポイント　毎月第３日曜日：ポイント10倍　＊＊＊＊＊
★☆★ 今月のＡコープの日　＞＞　１月20日（金）〜 21日（土） ポイント２倍！ ★☆★

11月末　ＪＡの概況

前年比
組合員数 15,768人 （▲158人）
（内正組合員数） （8,320人） （▲294人）
（内准組合員数） （7,448人） （136人）
貯　金 1,112億9,657万円 （▲8億4,143万円）
貸出金 143億1,191万円 （▲22億2,259万円）
共済保有高（保障） 4,125億7,863万円 （▲143億9,771万円）
購買品供給高 34億0,675万円 （▲1億0,354万円）
販売品販売高 37億3,049万円 （3億9,641万円）

ふれあい館「介護用品」ニュース

１月16日（月）から
２月上旬にかけて

開催を予定しております。

　詳しくは、各支店よ
りご案内致しますの
で、皆さまぜひご参加
いただき、ご意見をお
聞かせ下さい。

　障害福祉サービス事業所『あんずの家』（両津湊）『まつはらの家』（八幡）
では、使用済小型家電の解体作業を行っております。解体した小型家電
の基板やアルミ・ステンレス等を取り出し国内の企業に販売、再資源化
するものです。この作業で得た収益は全て施設利用者の工賃となってい
ます。使用しなくなったパソコンや携帯電話、ゲーム機等がありました
ら佐渡市の回収拠点へお持ちいただくか、あんずの家、まつはらの家へ
直接お持ちください。＊引受けできない機器も
ございますので、事前にお問い合わせください。

　本格的な冬を迎えますが、起きている時はもちろん、寝ている時もしっ
かり首・肩を保温する商品をご紹介します。

　夜寝る時、首と顔はふとんの外に出てしまうため、意外に冷えを感じ
ています。特に首を保温することで、首の大きな血管（動脈）を通じ温
まった血液が体をめぐるため、体全体を効率よく温めることができます。

●   たくさんの繊維本数により製品に含まれる空気の層が多く、 
ソフトで保温性に優れています。

●  首・肩・背中が覆われ暖かいです。
●  肌触りはとてもやわらかで、ちくちくしません。
●  首廻りの伸び／ 28 ～ 52cm
●  色／ブラック、ブラウン、チャコール、ベージュ、ワイン

ふれあい館販売価格　1,620円（税込）

★お問合せはこちら（受付時間 8:30 ～ 17:30）★
● 両津・金井・畑野・新穂地区 

あんずの家　℡ 23-3303　担当：髙山・吉田
● 佐和田・相川・真野・小木・赤泊・羽茂地区 

まつはらの家　℡ 52-4744　担当：石川

あんずの家・
まつはらの家 小型家電無料回収いたします。

【パソコンはデータが読めない様に
傷付けて処理します】

～ 　 ～
あったか

ネックウォーマー
のご紹介
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挑戦 !
!

Ａコープの得する情報エーコープ推奨品

クロスワード

応 募 方 法

エーコープ推奨品クーポン券
きりとりせん

下記のクーポン券を切り取って、お近くのＡ
コープ店にご持参ください。対象商品を特典
価格にてご提供いたします。

小杉　英俊さん
加賀　　浩さん
本間　シズさん
加藤　正美さん
野井千代子さん

タ テ の カ ギタ テ の カ ギ
①ひょっとことよく対にされます
③英語でいうとファミリー
⑤凹がオウなら凸は
⑥金剛力士のこと。あうんで一対
⑦このわたや酒盗もこの一種
⑨大豆は畑の──といわれます
⑪物は──と新製品を買ってみた
⑬牛乳を温めると表面にできます
⑮足の末端のこと
⑰京都 ･祇園の宴席に花を添えます
⑲一年の──は元旦にあり
⑳ダイコンや練り物､ ゆで卵などを
だしで煮込んだ料理
�正座をしていて切れることも

ヨ コ の カ ギヨ コ の カ ギ
①子どもが楽しみにしている正月の
臨時収入
②昆布と──節でだしを取った
③親子や兄弟でそっくりな人も
④正月に付きものの汁物
⑥笑うと負けよ､ あっぷっぷ
⑧がっかりしたときに落とします
⑩タイヤにつないでシュッシュ
⑫ボーダーやストライプ
⑭落ち葉をかき集める道具
⑯ノルウェーの画家､ ムンクの代表
的作品
⑱忍者が指を組んで結ぶもの

12月号の当選者

12月号の答え
　ＡＢＣDＥ
　ススハライ

【解き方】
　クロスワードを解いてＡ〜Ｅの
二重ワクの文字を並べると、一つ
の言葉がでます。それが答えです。

【締め切り１月20日(金)必着】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。

　当選発表は２月号誌面。

　皆様にご記入いただいた個人情
報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

１
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○○○○

・ 郵便番号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡の感想、

  農業やＪＡにつ

  いて思われるこ

  となど

☆規　格� 60g（３g×20袋）　１箱
☆特典価格　348円（税抜）
　　　通常価格378円（税抜）

エーコープ

４種の九州産
野菜使用青汁

ご利用期間 平成29年１月１日～31日
※クーポン券１枚で１品限りお求めいただけます。

エーコープ

４種の九州産野菜使用青汁
（税抜）

　348円 　
通常価格378円（税抜）

60g（３g×20袋）
１箱

栽培期間中、農薬を使わずに栽培された４種の九州産野菜（大
麦若葉、ケール、明日葉、ゴーヤ）を使用した青汁です。
食物繊維をはじめとするビタミン・ミネラル等の栄養を簡単
にかつ安全に補給できます。

【調理例】
１日１～２袋を目安に１袋を約100mL程度の水またはぬるま
湯、牛乳等によく溶かしてお召し上がりください。
お好みによりはちみつ等を加えていただいても、おいしくお
召し上がりいただけます。
●�牛乳100mLに青汁１袋とお好みではちみつを入れて混ぜ
てください。
●�リンゴジュースや緑茶、麦茶100mLに青汁を１袋加えてく
ださい。
●�カレーやシチュー、スープにお好みで青汁を半袋～１袋加
えてください。
●�ヨーグルト100gに青汁１袋加え混ぜてください。
●�ホットケーキミックス100gに青汁を２袋混ぜてください。

エーコープ

４種の九州産野菜使用青汁

Ａコープは毎月第３日曜日ＪＡポイント10倍！！
《今月は15日！》ポイントを集めるチャンス！是非ご利用ください。
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材　料 作り方

ワンポイント
おこし型：�半日程度は柔らかいままです。お好みで餡入りにしても美味しいです。
芋ようかん：�さつまいもが冷えると寒天液と混ぜにくいので、熱いうちに混ぜ合わせてください。

山菜おこわ
１．�もち米は一晩水に浸ける。
２．�ぜんまいは３cm位に、人参は３cm位の短冊に切る。油揚げ、干し椎茸は千切りにする。�
ごぼうはささがきにして水に浸け、さっとアク抜きをする。

３．�鍋に調味料と水を切ったもち米、２を入れて中火にかけ、汁気がなくなるまで木べらでか
き混ぜる。

４．蒸気の上った蒸し器に入れて25～ 30分蒸せば出来上がり。

白菜の米粉シチュー
１．�白菜は芯と葉に分けてざく切りに、玉ねぎは薄切りに、ベーコンは細切りにする。しめじ
はほぐす。

２．�鍋にバターを入れ、ベーコン・玉ねぎ・白菜の順に中火で軽く炒める。水を入れて蒸し煮にする。
３．�しめじ、牛乳を加え、沸騰させる。塩・こしょう・コンソメを入れて味を整えたら、水（大
さじ６）で溶いた米粉を入れて弱火でよくかき混ぜる。とろみが付いたら出来上がり。

おこし型
１．�材料をよく混ぜて水を少しずつ加えながらこねて、耳たぶくらいの柔らかさにする。
２．�１の生地を取り分け、食紅で色付けする。おこし型にラップを敷いて色付けした生地を型
にはめる。

３．�型から生地を出して椿の葉かクッキングシートに乗せる。蒸し器で10分ほど蒸せば出来上がり。

芋ようかん
１．�棒寒天は水に浸けておく。さつまいもを２cm位の輪切りにし、さつまいもが被る位の水と
焼きみょうばんを入れて20分ほど漬けておく。

２．�さつまいもを取り出して厚めに皮をむき、水洗いする。多めの水で15～ 20分ほど茹でて
柔らかくなったら水を切り、マッシャーでつぶす。

３．別の鍋にちぎった寒天と水を入れて煮込み、寒天が溶けたら砂糖・塩を入れて溶かす。
４．２を３に入れてよく混ぜ合わせ、レモンエッセンスを入れて混ぜる。
５．水で濡らした型に４を入れて表面を平らにし、粗熱をとる。冷蔵庫で冷やせば出来上がり。

山菜おこわ（４人分）
もち米������������ 2.5合
ぜんまい、人参、ごぼう����各50g
油揚げ�������������１枚
干し椎茸������������２枚
� だし汁����������150cc
� 砂糖��������� 大さじ1/2
� みりん�������� 大さじ1/2
� 酒�����������大さじ２
� しょうゆ������� 大さじ1/2
� 塩���������� 小さじ1/2
白菜の米粉シチュー（４人分）
米粉��大さじ６（さどっ粉ミックス粉）
白菜������������� 1/4株
玉ねぎ�������������１個
しめじ�����������１パック
ベーコン������������３枚
水��������������500cc
牛乳������������２カップ
バター�����������大さじ３
塩・こしょう・コンソメ�����少々
おこし型（20人分）
米粉����１kg（さどっ粉ミックス粉）
もち粉�������������１kg
砂糖������������� 200g
水������������� 1300cc
芋ようかん（18ｃｍ×18ｃｍ流し型1個分）
さつまいも�����������１kg
砂糖������������� 130g
棒寒天�������������１本
水��������������200cc
塩・レモンエッセンス������少々
焼きみょうばん�������小さじ１

女性部
真野支部の
みなさん 山菜おこわ＆白菜の米粉シチュー＆

おこし型＆芋ようかん

・育児と仕事で多忙な著者が日々
作っている簡単レシピ。鍋に材
料を重ねて入れて調味料をか
け、あとは火にかけるだけ！シ
ンプルな調理法なのに鍋物から
スープ、煮込みまで、バラエティ
豊かなメニューが作れる。

・ワタナベマキ�著
・定価（税込）1,404 円

重ねて火にかけるだけで
絶品おかず

みんなが好きな料理がおいしくできる

魔法のひき肉ストック

・お役立ち食材「ひき肉」の３つ
の使える保存法「ついでにス
トック」「ゆで汁ごとストック」
「とりあえずストック」を紹介。
ハンバーグや肉団子、カレーか
ら煮物まで、幅広いレシピで毎
日の献立がラクになる！

・本田明子�著
・定価（税込）1,404 円

・寄せ鍋やすき焼き、おでんなどの王
道の鍋から、ごはんにかけて食べる
おかず鍋、おもてなしのごちそう鍋
まで、様々なシーンに合う幅広い鍋
レシピ。個性的な 5人の人気料理
家によるワンランク上の味が実現。

・�坂田阿希子�著／瀬尾幸子�著�
堤人美�著／藤野嘉子�著
・定価（税込）1,296 円

おうち鍋の決定版
今夜はこの鍋で決まり！

・焼き豚、ツナ、レバーペーストなど、
普段は買っているものを手作りした
らこんなにおいしい！　人気料理家
７人による、とっておきの自家製レ
シピとおいしい食べ方。手軽なもの
から本格的なものまで幅広く紹介。

・�杵島直美�著／有元葉子�著�
坂田阿希子�著／サルボ恭子�著
・定価（税込）1,728 円

買ってくるよりおいしい

料理上手の自家製レシピ

⎧
⎨
⎩

調
味
料
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